
男女共同参
さんかく

画のすすめ

　男女共同参画とは、男だから・女だから

と性別で役割分担をするのではなく、個々

人の長所や個性など「その人らしさ」を活

かして、みんなで協力していくことです

１０年間で２倍以上！

下のグラフはどんな職業？ 答えは…男性の看護師

出典：厚生労働省「衛生行政報告例（就業医療関係者）の概要」
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31,594 人

73,968 人約 2.3 倍

　久慈東高校３年生４人で結成された「Ｃ
ク レ イ ジ ー

ＲＡＺＹ
Ｒ
ロ ー ズ

ＯＳＥ」市内のライブハウスやイベントに出演し、
音楽で久慈を盛り上げている彼女たちに結成のきっか
けや活動への想いを聞きました。

■結成のきっかけは？
　同じ学校の先輩がやっていた「Ｓ

ス ー パ ー

ＵＰＥＲ
Ｍ
ム ー ン

ＯＯＮ」というバンドに憧れて、高校１年生の３月
に結成しました。
■初めてのライブは？
　昨年の９月に「Ｕ

ユ ニ テ ィ ー

ＮＩＴＹ」で初ライブをしました。
とても緊張したけれど、それ以上に楽しくて早く次の
ライブがしたいと思いました。

　　　　　（左から）

Gt　大橋　美雨（おおはし　みう）

Dr　大道　聖夏（だいどう　せいな）

Vo　遠藤　渚沙（えんどう　なぎさ）

Ba　小倉　愛未（おぐら　あみ）
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■どんな曲を演奏しているの？
　「Ｓ

シ シ ャ モ

ＨＩＳＨＡＭＯ」のコピーが主で、他の日本のバン
ドのコピーや、一曲だけですがオリジナルも制作しました。
■最近の活動などを教えてください。
　５月28日に奥州市胆沢文化創造センターで開催され
た「岩手高校生バンドコンテスト」に参加し、ボーカ
ルの渚沙がベストプレイヤー賞を受賞しました。
　８月６日には小袖漁港で開催される「あまちゃんサ
ミット」、８日には駅前で開催される「噴水ライブ」、27
日には中町イベント広場で開催される「ＴＡＴＳＵＭ
ＩＹＡＭＡ音楽祭」に出演が決まっています。みなさ
ん是非おこしください！
■今後の目標は
　私たちが先輩に影響を受けてバンドを始めたように、
私たちのライブを見てバンドを始めてくれる人が増え
てくれたらすごくうれしいです。卒業するとそれぞれ
の進路に進み、頻繁に活動することは難しくなると思
いますが、みんな音楽を続けて、久慈に集まり、ライ
ブをしたいと思っています。

　看護師は全国に100万人以上います。この

うち女性は93.2%、男性は6.8%にとどまって

います。しかし、グラフを見ると、男性の看護

師は10年間で約４万人の増加、約2.3倍に増

えています。「看護師は女性の職業である」と

いう思い込みから抜け出して、夢をかなえる人

が増加していることが分かります。

　15年前までは、女性は「看護婦」男性は「看

護士」と区別していましたが、今では性別関係

なく「看護師」と呼ばれています。

　現代では、男性の保育士や介護職員、女性の

消防士や建築士など、性別にとらわれずに自分

の能力や長所を生かす人が増えています。

　男だから女だからと諦めず、自分の将来につ

いて考えてみましょう。

６

■代 表 者　代表取締役会長　松村　不二夫
■所 在 地　大川目町14地割67番地１
■主要製品　一般作業用衣服、特殊作業用衣服
■操 業 年　昭和60年
■従業員数　72人

　安全衛生関連機材の製造販売の業界最大手、作業服、安全靴は国内とトップ
シェアのミドリ安全㈱の孫会社。国内に２つあるミドリ安全グループの工場
の１つで、縫製サンプルや少数ロット、短納期の製品を主に年間約７万点を製
作しています。工場では、機械が自動で生地を各パーツに裁断しますが、その
他の工程は全て人の手で縫製やアイロンかけなどが行われます。国外の工場
から研修生も受け入れており、高い技術力の普及に貢献。最新機材の導入や
男女に働きやすい環境づくりにも力を入れています。

●ポイント　�　地元人材の育成・確保のため、給与も段階的に引き上げて
います。従業員の大部分が女性職員で女性の社会進出にも大
きく貢献。本年度も縫製工３人、現場事務１人、設備保全２
人の求人募集を行っています。

ミドリ久慈衣料株式会社
誘 致 企 業 ガ イ ド

上／パソコンの作図を基に機
械が自動裁断　下／縫製する
国外からの研修生（手前）

右／完成した作業服。現場のニーズに合
わせたユニフォームを製作することがで
きます。

＊�市では、地域経済の活性化や雇用の場の確保のために、さまざまな業種の会社が市

内に立地してくれるように働きかけています。「誘致企業」は、この働きかけに応

じて、市内に事業所などを立地した企業のことです。

山形町の関地区に店を構える「嵯峨豆腐店」。昔ながら
の製法で豆腐を作り続けています。同店の代表を務

めるのが嵯峨大介さん。平成23年２月に関東から久慈市
へＵターンし、祖母から豆腐作りの技術を学びました。幼
い頃に豆腐作りを手伝っていた経験を活かし、技術を継承。
同年から豆腐作りから販売まで全てを行っています。

豆腐作りは手間がかかる作業で、一回20㌔の豆腐を作
るのに３時間を要します。多い時には一日80㌔以上

の豆腐を作るときもあり、かなりの重労働です。
　今年の４月にテレビ番組で取り上げられ、全国からいつ
もの５倍の注文が入るようになりました。地域の人を数人
雇用して、３カ月間休みなく豆腐を作り、なんとか作り上
げることができたとのこと。現在は盛岡の飲食店やテレビ
の通信販売番組を中心に豆腐を販売しています。
　嵯峨さんは「いつも当たり前のように食べていた祖母の
豆腐を多くの人に味わっていただきたいです。昔ながらの
豆腐の魅力をみんなに知ってもらい、豆腐のすばらしさを
感じて欲しいです」と豆腐作りへこめる想いを話します。
　「テレビ番組を通じて、多くの人に商品を知ってもらい
ました。付加価値をつけ、新たなブランドとして全国に販
売していきたいです」と今後の展開を語る嵯峨さん。その
眼差しは郷土の食文化の未来を見つめていました。

昔ながらの豆腐を伝える

　嵯峨豆腐店代表。
平成 23 年久慈市にＵター
ンし、同年から同店の豆腐
の製造・販売をほぼ一人で
行っている。
問嵯峨豆腐店　
　山形町霜畑 6-22-4　
　☎ 75-2029

嵯峨　大介さん
さが・だいすけ ( 山形町 35歳 )

Ｄａｉｓｕｋｅ　Ｓａｇａ　 嵯峨　大介さん
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